
年 月発行 

発行 社会福祉法人豊田市育成会 
〒  豊田市司町３丁目６１番地１ 

社会福祉法人豊田市育成会は、本年、設立 10 周年を迎えることができました。これも関係各位の皆様

のご尽力と会員のたゆまぬ努力のおかげであり、厚くお礼申し上げます。この間、福祉事業及び公益事業と

も「安心」「夢」「笑顔」を法人の理念に掲げ活動し、地域の皆様にもご理解とご協力をいただき、事業拡大

を図ってまいりました。お陰様で、今年度もジョイナスえかくの従たる事業所として、ジョイナスかずえと喫茶

「Cafe Mikke」が開設します。 

しかし、現在、新型コロナウイルスが猛威を振るって、感染拡大収束の目途が立たず、緊急事態宣言が政

府より発出されるなど非常事態となっています。特に内的疾患のある障がい者にとっては、厳重な注意を要

する状況です。育成会としては、今後とも地域の皆様と一緒になって、この困難な時期を乗り越えて、安心、

安全で笑顔が絶えない住み良い社会を目指して努力してまいりますのでよろしくお願い申し上げます。 

社会福祉法人豊田市育成会 
理事長 新開 かおる

年度新会員向けセミナーのようす 

育成会だより

法人設立 10周年を迎えて 



就労支援システムの整備充実
・就労移行支援事業、就労継続支援B 型
事業の実施と定員確保 
・作業の受注、自主製品の工夫、開発、 
販路拡大 
・利用者の個性に合わせた適切な支援と
関係法令等に基づいた文書管理の徹底 
・工賃向上計画に基づく工賃の向上（目
標工賃達成指導員） 

生活介護事業 
・生活等に関する相談、助言 
・創作的活動及び生産活動の機会
提供及び定員確保 
・身体機能や生活能力の向上支援 
 （バイタルチェック等） 
・自宅と事業所間の送迎支援 

共同生活援助 
【グループホームひらしばの家】 
本人の主体性を高め、地域の一員
としての生活拠点の充実 

喫茶事業の実施 
豊田市和会町にオープンする「Cafe 
Mikke」（カフェミッケ）の適切な運営 

居住介護支援（移動支援） 
・ヘルパーステーションの充実 
・ヘルパーの確保 

相談事業支援 
〇相談業務の支援 
〇地域生活支援センターの拡充 
・相談支援専門員等を配置し、権利
擁護の基本に立った包括的支援
を継続的に実施 
・サービス等利用計画の策定及びモ
ニタリングの実施 

社会貢献事業及び有志の会員と 
協力した本人部会活動の検討 

・充実したクラブ活動の推進 
・本人と有志会員の自主性を活かし
たグループ活動及びイベントの検討 

時代のニーズに適応した 
広報自主事業部会活動の推進 

【企画委員会】 
委員の個性を活かす事業推進と会
員のニーズに応える調査研究及び
事業展開 
【広報委員会】 
ホームページとの補完を考慮した
「育成会だより」の発行 
【レクリエーション委員会】 
会員の自主性を活かし、絆を深める
事業推進と地域交流を図る楽しい
イベントの開催 

法人組織の根幹をなす支部活動部会 
の活発化の推進 

（中央・上郷・高岡・猿投・高橋） 
・各支部間の情報共有及び連携強化 
・新成人のつどい開催（５支部合同行事） 
・支部会員活動の浸透及び会員同士の
活発な交流 

会員の新規事業及び相談事業の推進 
【プロジェクト X事業】 
育成会の向上及び会員の要望に応え
た新規事業を実施する際の資金支援
（上限１０万円） 
【ピアカウンセリング】 
会員の悩み事に対して会員同士が自
分の経験に基づいて教え合う。

法人のガバナンス強化と 
施設整備計画の見直し 

〇経営会議及び理事学習会の充実と理
事会・評議員会の年4回の開催 
〇中核拠点施設整備スケジュール再検討 
〇福祉サービス事業所の地域展開拡張 
・豊田市和会町に新就労支援施設開設 
〇福祉サービスの総合化を進めるため
の研究活動の実施 
・グループホーム、生活介護、デイサー
ビス、ショートステイ等法律に基づく
サービスの実施 

〇法人設立10周年記念誌の発刊

未来を見据えた法人運営 
〇働き方改革の実行、人材確保の促進、
人材育成及び就業意欲の向上 
・ワークライフバランスの確立 
（職場環境巡視[安全,衛生]、カウンセリ
ング、生産性向上[PDCA]、他） 
・給与の見直し、柔軟な働き方、ヒヤリハ
ット・ニヤリホットの励行 
・人事考課の活用と職員研修の充実 
〇ジョイナス関係書類様式の統一（個別
支援計画、利用者個人ファイル）と効率
的な予算配分及び予算執行 

４月 5日(日) 工場見学（中止） 

11日(土) 青年学級(中止) 

５月 13日(水) 法人監査 

30日(土) 理事会 

６月 20日(土） 定時評議員会 

27日(土) 10周年記念会員総会

（中止） 

８月 23日(日) 紙ヒコーキ大会（中止） 

9 月 26日(土) 理事会・評議員会 

10 月 4日(日) バス旅行 

25日(日) バーベキュー大会 

12 月 上旬 豊田市障がい者作品展 

6日(日) ふれあい交流会 

19日(土) 理事会・評議員会 

１月 17日(日) 新成人のつどい 

３月 27日(土) 理事会・評議員会 

法人設立10周年を契機に、 
福祉啓発事業に関する所期の目的の
達成度及び課題の見直しを図る。 

令和 2年度 豊田市育成会事業計画 

本法人は、「安心」「夢」「笑顔」の持てる地域づくり、場づくり実現のため、「法人福祉事業の推進」
「本人活動の活発化」「福祉啓発事業の活発化」「人材の確保と育成」「健全な経営体質の確保」の
5点を基本方針としてこの10年間事業を推進し、育成会の発展充実を図ってきましたが、問題点や改
善すべき課題も出てきました。法人設立 10 周年を迎えるにあたり、これまでの活動を真摯に振り返り、
見つめ直し更なる飛躍を目指してまいります。

------------------------------------------------------------------------------------------------------------

福祉事業(事業体)の推進 公益事業(運動体)の推進と再検討 
【福祉啓発事業】

法人基盤の確立と 
更なる飛躍に向けた準備

＝ 法人設立10周年を契機に更なる飛躍を目指す ＝

今年度の主な行事
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事
業
活
動

就労支援事業 
請負事業、自主製品販売、清掃、 
公園清掃委託、喫茶事業

障がい福祉サービス 訓練等給付費・介護給付費等
福祉啓発事業 正会員、賛助会員会費等

その他事業収入 市補助金、寄付金等 

その他収入 利用者等外給食費、他 

その他の活動 
拠点区分間繰入金収入、 
設備整備等積立資産取崩収入等

事
業
活
動

人件費 役員報酬、職員給与等
事業費 福祉啓発事業、利用者検診、GH賃料、喫茶消耗品等

事務費 
事務消耗品、水光熱費、コピー機等リース代、 
業務委託費等

就労支援事業 利用者工賃、材料費等 
施設整備等 パソコンリース代、喫茶用備品等 
 その他の活動 拠点区分間繰入金支出等 

令和 2年度 豊田市育成会当初予算  

豊田市育成会の令和２年度予算は、事業活動収入 291,611 千円（前年比約 2.85%増）、 
支出 320,564 千円（前年比約3.３%増）です。 
今年度は、10 周年記念事業及びジョイナスかずえの新設予算として 9,962 千円計上しています。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------

用語の解説 
【収入】 

用語の解説 
【支出】 

＝ 10 周年記念事業とジョイナスかずえの新設 ＝

就労支援事業
51,303(18%)

事業活動

障がい福祉サービス等
236,490(81%)

その他の活動
18,917(6%) 福祉啓発事業 

3,208(1％) 

その他収入
281(0％) その他事業所収入 

329(0％) 

施設整備等
2,447(1%) 

その他の活動 
18,138(5%) 

就労支援事業
51,582(16%)

事務費
29,768(9%)

事業費
21,026(7%)

人件費
218,188(68%)

事業活動
事業活動

291,611(94%) 収

入

支

出

【

】【

】

事業活動
320,564(94%) 

（単位：千円） 



１：利用者さんのやってみたい！を応援 

・本人の希望を尊重し、利用者会議を通して、利用者さんの「や
ってみたい！」を応援し、ジョイナスつかさでは農福連携の農
業生産の場「つかさファーム」がスタートしました。 
・開設 3 年目を迎えたグループホーム「ひらしばの家」では、
利用者主体で毎月利用者会議が開催されるほか育成会会員
（4人）で結成された応援隊が活躍しています。 

２：利用者さんの長所を伸ばす支援 

・ヘルパーステーションでは、相談支援専門員や他事業所と綿
密な連携により効果的支援につなげましたが、前年に引き続
きヘルパーの確保が難しくサービス提供量は前年の93%で
した。 
・地域生活支援センター（特定相談支援事業所）では、相談支
援専門員や他事業所と綿密な連携により 145 件のサービス
等利用計画を策定するとともにモニタリング156回を実施し、
家庭訪問や三者面談を通して福祉サービスの利用調整を適
切に行いました。 

３：利用者さんのスキルアップを図る 

・ジョイナスつかさ移行支援事業では2人 、ジョイナスさかえ
就労継続支援B型事業所からは1人が就職し、開業以来延
べ51人（うち12人は再就職）が企業などに就職し、35人
が引き続き定着しています。 
・作業売り上げは、前年度に比べ1,388千円余の増収となりま
した。利用者平均月額工賃は前年度に比べ２１円増の
13,843円を支払うことができました。 

〇支部活動部会では、会員総会（参加者59人）及び新成人の
つどい（参加者91人）を5支部合同で開催しました。また、
各支部の行事等は12回（延べ270人）開催されました。 

〇本人部会の各クラブ（「音楽療法」「フライングディスク」「き
ずなっくす」「POP’S」「ありのまま合唱団」）は、講師や家族
の応援の下毎月定期的に活発な活動を展開しました。工場
見学、おいでん花火大会及び紙ヒコーキ大会等のイベントに
は127人が参加しました。 

〇会員以外の本人も参加している社会貢献事業「青年学級」は、
クラス活動とコース活動で年間19回開催し、延べ53８人の
参加がありました。 

〇広報自主事業部会では、広報誌「育成会だより」の年4回発
行（3,500 部/1 回）や地域住民との交流イベントふれあい
交流会（参加者 391 人）を開催し、市民への理解活動に努
めました。 

〇レクリエーション委員会が担当するバス旅行で「大井川鐵道
＆春華堂ビュッフェニコエの旅」に会員８3 人が参加し会員
間の絆を深めました。 

〇企画委員会は、会員理事との共催で、会員を対象に「育成会
を知ろう」研修会（14 人）や成年後見制度の勉強会（14 人）
を実施し、会員の理解活動促進に努めました。 

令和元年度事業報告・決算報告 

J たかおか生活介護 開設 と J かずえ 開設準備！
令和元年度は、本人の権利や意思、嗜好などを尊重し、信頼感と安心感と笑顔のある関係づくりに努め、福祉サービスの満足度ア
ップやワークライフバランスのとれた働きやすい職場づくりと法人のガバナンス強化に努めてきました。 
ガバナンス強化では、経営会議を始め、会員や職員参加の部会会議及び職員会議などを積極的に開催して、福祉サービス事業並
びに福祉啓発事業の課題解決に努めてきました。 
施設整備計画では、ジョイナスたかおかに生活介護を開設し多機能化に努めるとともに、ジョイナスかずえ開設に向けた準備に
取り組みました。また、平成29年度を初年度とした3年間の3項目10点の重点項目の下、「安心してすごせる」、「夢や願いがか
なう」、「笑顔が絶えない」楽しい地域づくり、場づくりを進めてきました。

福祉サービス事業（事業体） 福祉啓発事業（運動体） 

各事業共通 

職員のスキルアップを図り、 
情報の共有化と事業連携の 
強化及び地域への「見える化」

に努めました。 

授産年間売上額 利用者年間平均出勤率 工賃年間総合計額 利用者平均月額工賃 

ヘルパーステーション利用者数 サービス等利用計画策定件数 モニタリング実施数 

41,299 ,344円 
（39,945,765円）

93,2% 
（92,54%） 

21,536,547円 
（21,685,158円） 

312人（398人） 

13,843円 
（13,822円） 

156回（158回）145件（132件） 

で見る！ 令和元年度の育成会の実績  
( )内は H30年度

数字

令和元年度事業報告・決算報告 



サービス活動費用では、消費税率の上昇と職員の処遇改

善の結果、事業費と人件費の増加となりましたが、収支決算

の黒字化は維持できました。然しながら、今後は、サービス利

用者の増加を図り、一層の経費節減に努めてまいります。 

サービス活動収益では、就労支援事業収入(作業売上)

が、前年度に比べ 1,388 千円余の増収となり、利用者平

均月額工賃は、前年度より２１円増の 13,843 円を支払う

ことができました。しかし、昨年から引続き利用者数の増加

に繋がらず、障がい福祉サービス等事業収入は前年度に

比べ、347 万円余の減収となりました。 

原価償却費 

(国庫補助金取崩分控除後) 

5,570,161 円 就労支援事業費 

38,673,575円 

サービス活動費用 

総額 283,138,654円 

人件費 

204,604,777 円 

事業費 

12,279,872円 

事務費 

22,010,269円 

公益事業 

3,371,100 円 経常経費寄付金 

161,340円 

就労支援事業 

41,289,344円 

障がい福祉サービス等事業 

245,165,575 円 

サービス活動収益 

総額 289,987,359 円 

令和元年度事業報告・決算報告 

「令和元年度事業報告書」

や「令和元年度計算書類」等

は、育成会ホームページでもご

覧いただくことができます。 

□法人単位貸借対照表（R2.3.31現在） （単位：円）

科目 金額 科目 金額

流動資産 162,772,637 流動負債 30,781,314

固定資産 217,293,767 固定負債 2,400,840

基本金 10,000,000

国庫補助金等特別積立金 0

その他の積立金 163,799,000

次期繰越活動増減差額 173,085,250

資産合計 380,066,404 負債・純資産合計 380,066,404

資産の部 負債・純資産の部



財産目録 
令和 2年 3 月 31 日現在 



●育成会の動向（令和2年 3月～令和 2年 6月） 

3月1日 (日) 育成会だより№37発行 4月1日 (水) ジョイナス入所式
3月14日 (土) 第9回経営会議 4月18日 (土) 第1回経営会議

＜議案＞ ＜議案＞
理事会議案/法人設立記念行事 法人設立記念行事
福祉啓発事業 新型コロナウイルス感染拡大に伴う

3月19日 (木) 第5回理事会書面議決 事業運営等
＜議案＞ 5月13日 (水) 法人監査
ジョイナスえかく運営規程の一部改正 5月30日 (土) 第1回理事会書面議決
共同生活援助事業運営規程の一部改正 ＜議案＞
経理規程の一部改正 令和元年度事業報告・決算及び監査報告
令和2年度事業計画・当初予算 社会福祉充実計画
評議員会の招集 定時評議員会及び9月評議員会の招集

3月28日 (土) 第4回評議員会書面議決 6月20日 (土) 定時評議員会書面議決
＜議案＞ ＜議案＞
ジョイナスえかく運営規程の一部改正 令和元年度事業報告・決算及び監査報告
共同生活援助事業運営規程の一部改正 社会福祉充実計画
経理規程の一部改正
令和2年度事業計画・当初予算

3月31日 (火) 辞令交付式
令和2年度新規採用職員 5名

6月27日 (土) ジョイナスかずえ(Cafe Mikke)開所式

36 



支 部 支 部 長 副 支 部 長 

猿投支部 成瀬五夫 鈴木優子 

中央支部 佐々 木富美子 深見敦子 

高岡支部 赤崎陽子 尾﨑恵子 

上郷支部 吉田朱美 清水治代 

高橋支部 伊藤美幸 冨田美紀 

５支部代表の顔合わせを終え、新メンバーでの支部長会がスタート！ 
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支部活動部会 

令和元年度 第5回理事会、第４回評議員会
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規
採
職
員
紹
介

会員リレー ～わたしの安心・夢・笑顔～ 第 20回

社会福祉法人豊田市育成会
℡ ：0565-77-5611(代表) Fax：0565-77-3557 
Mail ：t-ikuseikai@hm.aitai.ne.jp

豊田市育成会 
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坂下真奈子 

担当理事

担当評議員

10周年を契機に見直しを図り、よりよい育成会活動につなげていき

ます。皆様のお力添えをよろしくお願いします。

今、世界中がコロナ拡大感染で多くの方が亡くなら 

れています。大切な命を守る為に人に移さない ！ 

移らない様に一人一人が気をつけ、出来る事をし 

一日でも早く元の生活に戻れる様に 

頑張りましょう。(伊藤) 

新型コロナウイルス感染拡大防止に伴い、令和２年3月

19日(木)理事会、28日(土)評議員会は書面議決にて行い

ました。①ジョイナスえかく事業運営規程の一部改正②共同

生活援助運営規程の一部改正③経理規程の一部改正④

令和2年度事業計画⑤令和２年度当初予算⑥評議員会の

招集日の変更について議案が可決承認されました。 

令和２年度 第１回理事会、定時評議員会

新型コロナウイルス感染拡大防止に伴い、令和２年5月

30日(土)理事会、6月20日(土)定時評議員会は書面議

決にて行いました。①令和元年度事業報告②令和元年度

決算(計算書類及び財産目録)報告及び監査報告③社会

福祉充実計画④定時評議員会及び9月評議員会の招集

(理事会のみ)について議案が可決承認されました。 

三宅純子 

高桑尚子

願

こんにちは。上郷支部の勝田です。何でもいいからと依頼されたので思ったことを書くこ

とにしました。 

「昨日の晩ご飯、何食べた？」が私たち夫婦の会話です。なかなか思い出せないのですが、

最後は妻の「○○じゃなかった」で終わるのです。それにつけても、昨日のことが思い出せ

ないのには危機感を感じました。認知症とは思わないが、少々 ボケ始めたかな。娘の送迎の

手伝いが出来なくなったらどうしようか。何かボケ防止をしなくてはと始めたのが英会話で

す。海外旅行が好きでネイティブと仲良く話がしたいと思っていました。英会話スクールは

月謝が高いのでスマホ留学で毎朝15分くらいレッスンを受け、ネイティブとも会話練習を

しています。コロナパンデミックで海外旅行へは行けないですが、娘の送迎は続けています。 

上郷支部

勝田秀明 


